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蓄熱型小型モジュール高温ガス炉の炉心設計を実施して炉心諸元を設定するとともに、通常運転時および

事故時の燃料温度が安全上の制限値を満足していることを確認した。 
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1. 緒言 

本プラントでは蒸気タービン採用等の理由により、冷却材の出入口

温度の差が既往炉心（GTHTR300[1]）と比べて大きく、このため、冷却

材流量が少ない。また、これに加え発熱密度も高く、燃料温度が高くな

る可能性があった。そこで、炉心設計を実施して、炉心諸元を定めると

ともに、通常運転時および事故時の燃料温度の評価を行った。 

2. 炉心諸元と燃料温度評価 

2.1 炉心諸元 

熱出力 600MW、冷却材出口温度 750℃、冷却材入口温度 325℃の炉

心の炉心設計を行った。運転期間中の実効増倍率を設計目標値以内に

収まるように、装荷ウランの濃縮度や B4C の装荷量等を調整し、炉心

諸元を設定した(表-1)。 

2.2 通常運転時の燃料温度評価 

通常運転時の燃料健全性を確認するために、まず、炉心構成要素や

炉内構造物の部材間での漏れ流れを踏まえ、炉心冷却に有効な冷却材

流量を求めた。これをインプットに、工学的安全係数を踏まえ通常運

転時の燃料温度評価を行った。結果、設計目標温度 1350℃に対して、

燃料温度は満足することを確認した（図-1）。なお、設計目標温度は過

出力時においても、燃料温度が制限温度 1600℃を上回らないように設

定している。 

2.3 減圧事故時の燃料温度評価 

代表的な事故事象である減圧事故時の燃料健全性を確認するため

に、減圧事故＋スクラム成功時の燃料温度評価を行った。なお、減圧

事故時の炉心の崩壊熱は原子炉外表面からの放射等により炉容器冷

却パネルに伝わり、除熱される。評価の結果，燃料温度が制限温度

1600℃を満足することを確認した（図-2）。 

3. 結論 

既往炉心と比べ、本プラントの冷却材流量は少なく、発熱密度が高いため、燃料温度が高くなる可能性が

あったが、通常運転時及び減圧事故時において、燃料温度が制限値を満足することを確認し、燃料の健全性

が確保できる見通しが得られた。 
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項目 GTHTR300
[1] 本プラント

　熱出力 600 MWt 600 MWt

  冷却材入口温度 850 ℃ 750 ℃

  冷却材出口温度 587 ℃ 325 ℃

  冷却材出入口温度差 263 ℃ 425 ℃

　冷却材流量，圧力 437kg/s,7MPa 272kg/s,7MPa

　燃焼期間(燃焼サイクル) 2 年 1.5 年

　燃料取出し平均燃焼度 120 GWd/t 120 GWd/t

　発熱密度 5.4 W/m3 5.7 W/m3

  圧力容器内径 7.6 m 7.6 m

　ウラン濃縮度（平均値） 14% 14%

図-2 減圧事故時の燃料温度挙動 
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図-1 通常運転時の燃料温度挙動 

表-1 主要な炉心諸元 
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